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水田の自動水口管理システムを利用した農薬・肥料の省力施用法

第3報　フロアプル除草剤の水口一括処理法の大区画圃場への適用
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1　は　じ　め　に

圃場の短辺が30mを超える大区画水田では，肥料や薬剤
の畦畔からの均一散布作業が困難になっており，簡便な散

布方法の確立が望まれている。前報1）ではフロアプル除草
剤を水口に滴下し，涯漑と同時に圏域全体に拡散する方法
が大区画圃場においても除草効果が高く水稲の生育・収量
への影響が少ないことを確認した。
本報ではこの水口滴下処理法よりもさらに簡便な方法と

して，圃場に使用する全量を水口に一括処理し藩政水によっ
て圃場全体に拡散させる方法の実用性について，大区画開
場において検討したのでその概要を報告する。

なお，本試験の実施にあたっては関係農業改良普及所の
担当者のご協力を得たので感謝の意を表する。

2　試　験　方　法

1）供試フロアプル利は次の初期一発処理が可能な4
剤でいずれも500ml瓶入りの懸葡液である。（1）ピリプチ
カルプ・プロモプチド・ペンゾフェナップ剤［TSM－612］

（成分：5．7％，10．0％，12．0％，商品名：シーゼット．使
用量：1g／10a）。（2）イマゾスルフロン・ピリプチカ

ルプ・ダイムロン剤［TH－913ST］（同：1．7％．12．0％，2

7．5％，アワード．0．5β／10a）。（3）ピリプチカルプ・ペン

スルフロンメチル剤［TDS－888］（同：12．0％，1．4％，カ

ルショット，0．5g／10a）。14）テニルクロール・ビラゾキ

シフェノン・プロモプチド剤［SL970］（同：15．0％，

10．0％，2．0％，ワンベスト，1g／10a）。

2）処理は表1に示した現地の40－140aの大区画圃場
延べ18等において，田植え直後または田植後7日の潅漑時

に各フロアプル剤の圃場当たりの全使用量を1～3箇所の
水口に分けて写真1，2に示したように一括処理し最大水
量の潅漑水で圃場全体に一気に拡散させた。

3　結果及び考察

フロアプル剤の水口への一括処理時間は水口数や処理量
による差があったが，いずれの圃場でも数分から十数分以

内で終了した。その後所定の水位（3－5cm）に達するま
で圃場規模及び潅漑水量によって1～4時間要したが，各
剤はいずれの圃場でも謹漑水にとけ込んで圃場全体に行き
わたる状況が観察された。

除草効果はいずれの剤も極大であったが，均平がやや不

均一で田面が高い部分や水持ちの劣る圃場などは後次発生
のノビ工が多少散見された。なお，処理後の水管理が適切
な圃場では除草効果が持続し一発処理で十分であった。
水稲の生育収量にはとくに障害などは見られなかった。
作業性は拉剤の動力散布機による作業に比べて極めて軽

写稟1　フロアプル剤の水口一括処理

写真2　趣漑水による拡散状況

労働であり，前報の清下処理に比べても滴下装置が不要に
なるなど簡便性が勝った。

なお，趣漑水を圃場全射こ行きわたらせるために処理前
に落水または浅水状態にする必要があるが，田植直後の処
理ではその必要がなく，また田植後でも自然減水後の謹漑
時に合わせて処理すればよいと考えられた。

4　ま　と　め

フロアプル除草剤を水口付近に一括処理し，確漑水と同
時に圃場全体に流入させる処理方法は，40～140aの大区画
圃場においても散布精度，除草効果とも実用に耐え十分で
あり．稲の生育・収量への影響もとくに見られなかった。
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したがってこの方法は従来の粒剤散布に比べて極めて省力　1）田中良佐野幸一．猪野亮神名川真三臥1992．水
的な処理法であり，実用性が高いと考えられた。　　　　　　田の自動水口管理システムを利用した農薬・肥料の省力
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表1フロアプル除草剤の水口一括処理（1992．93年）

施用法　第2報水口施用法の大区画圃場への適用性．東
北農業研究　45：107－108．

協 力 機 関 小牛田農改 中新田農改 古川農改 河北農改 ← ←
実 施 場 所 鹿島台町 中新田町 ← 古川市 桃生町

供　 試　 剤 T M S－612 T D S－8組 SL －970 T M S－6 12 T D S－8舶 T M S－612 T H －9 13S T T D S一弘8 S L －970
試　 験　 年 1993年 1993年 1992年 1993年 1992年 1993年 ←
処 理 時 期 5月19日 5月19日 ← 5月2柑 5月17日 5月12日 5月11日 ←
（田植後） （十5日） （＋5日） （＋0 日） （＋3日） （十7日） （＋5日）

処　 理　 量 15 β 2．5 ゼ 5 ゼ 12 g 2＋1．5 ゼ 5 g 2．5g ← 5 β
処 理 面 積 140a 50a 50a 1208 40＋30a 48a ← 48a 48a
水　 口　 散 3筒所 2箇所 2箇所 3箇所 1＋2箇所 2箇所 ← 2箇所 2箇所
一括 処 理 15分 数分 数分 5分 5分 15分 3分 3分 5分

建 水 時 間 4時間 3時間 4時間 2時間 2．5＋3時間 1時間30分 1時間10分 1時間10分 1時間5分
麓水量（水深） 4皿 5皿 5cm 3皿 4皿 4．0cm 4皿 4Ⅷ 4cm
圃 場 均 平 やや均一 均一 均一一 灘 良 一部不良 やや不良 均一 均一 均一
水 持 良 否 良 良 良 良 良 良 やや不良 やや不良 やや良
散 布 精 度 良 良 良 良 良 良 良 良 良
除 草 効 果 庵大 陸大 短大 線大 極大 極大 短大 極大 線大
残 草 状 況 ①～⑤で無 ①～⑤で無 ①～⑤で無 ①～④で無 ①～④，高部

で残
無

①．②でノビ

エ残，③は無
無

ノビエやや残

特に①で多

無

ノビエやや残

特に⑥で多

無

①～③で無

生 育 障 害 無 無 無 無 無
協 力 機 関 築館農改 迫農改 ← 石巻農改 亘理農改 古川農試
実 施 場 所 高清水町 豊里町 中田町 石巻市 ← ← 亘理町 ← 岩出山町
供　 式　 剤 T H －913S T T M S－6 12 T D S－888 T M S－6 12 T H －913S T S L －970 T hlS－6 12 T M S－6 12 T H －913 S T
試　 験　 年 1993年 1992年 1993年 1993年 ← ← 1992年 1993年 1993年
処 理 時 期 5月15日 5月14日 5月15 日 5月6日 ← 5月7El 5月13日 5月13 日 5月11日
（田 植 後） （十0日） （十柑 ） （＋6 日） （＋柑 ） ← （＋5日） （＋5日） （十5日） （＋5日）
処　 理　 量 5 β 4．5 β 4．5 β 10ゼ 5 ゼ 10ゼ 11 g 11 g 2．5 g
処 理 面 積 100 a 43a 85a 100 a 100 a l00 a 110 a ：← 60a
水　 口　 致 2箇所 2箇所 3箇所 2箇所 2箇所 2箇所 2箇所 ← 1箇所
一 括 処 理 5分 数分 15分 5分 10分 5分 数分 数分 5分
潅 水 時 間 3時間 3時間 2時間 2時間 2時間 2時間 4時間 4時間 2．5時間
荏水量（水深） 4－5C皿 3cm 4．5cm 4m 4皿 4皿 3cm 3皿 5（皿
圃 場 均 平 均一 均一 やや均→ －一部不良 一部不良 均一 やや均一 やや均一 やや不良
水 持 良 否 良 良 良 良 良 良 良 良 良
散 布 精 度 良 良 良 良 良 良 良 良 良
除 草 効 果 極大 瞳大 極大 亀大 鹿大 極大 極大 撞大 瞳大
残 草 状 況 ①，⑤でノビ ①～⑤で無 ①～⑤で無 ①の高部でノ ①の高邦でノ ①～⑤で無 ①，③は無 ①～③で無 爾 都でノビ工，

エ散見 ビエ　シズイ残 ビェ残 ②高部で残 クログワイ残
生 育 障 害 無 無 徴 無 無 無 無 無 無

試験地圃場配置　　水口：巨

鹿島台町　　　　　中新田町（2囲）　　古川市（1992）
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桃生町（1992）　　桃生町（1993．3圃）
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中田町　　　　　石巻市（3閲）　　亘理町（1992．93）　岩出山町
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